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議会広報委員会Ｎｏ．３８７

　

６
月
22
日
に
開
会
さ
れ
た
第
２
回
定

例
会
で
は
、
２
名
の
議
員
か
ら
３
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

木
村
議
員

ひ
ま
わ
り
の
里
の
運
営
と

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

木
村
議
員

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
運
営
、
年
間

の
経
費
、
委
託
先
に
つ
い
て
説
明

願
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

施
設
管
理
は
、
ひ
ま
わ
り
の
里

１
，
８
０
９
万
円
、
ノ
ン
ノ
の
森

４
１
６
．
２
万
円
、
観
光
セ
ン
タ

ー
は
通
年
管
理
と
し
て
６
３
４
．

５
万
円
、
桜
並
木
78
万
円
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ひ
ま
わ
り
に
指
定
管
理
委
託
し

て
い
る
。

木
村
議
員

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
運
営
は
、
今

後
観
光
客
か
ら
入
場
料
等
を
徴
収

す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
る
と
思
う

が
、
ひ
ま
わ
り
の
迷
路
と
ひ
ま
わ

り
遊
覧
車
な
ど
の
見
直
し
は
検
討

す
る
の
か
、
又
、
展
望
台
と
「
世

界
の
ひ
ま
わ
り
」
の
看
板
に
世
界

平
和
を
祈
る
鐘
の
設
置
等
、
観
光

客
の
心
に
残
る
よ
う
に
す
る
の
は

ど
う
か
。

佐
野
町
長

　

施
設
の
維
持
管
理
費
用
等
の
歳

出
を
入
場
料
等
で
賄
う
事
に
つ
い

て
は
、
本
格
的
な
導
入
に
向
け
た

協
議
が
必
要
な
状
況
に
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
迷
路
や
遊
覧
車
等
イ

ベ
ン
ト
に
関
わ
る
内
容
は
実
施
団

体
と
検
討
し
て
い
く
。

　

展
望
台
は
、
今
年
も
仮
設
展
望

台
を
設
置
し
、
今
後
も
町
民
の
意

見
を
十
分
に
検
討
し
て
い
く
、又
、

世
界
平
和
を
祈
る
鐘
に
つ
い
て

は
、
設
置
を
懸
念
す
る
声
も
あ
り

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

木
村
議
員

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
渋
滞
対
策
と

し
て
、
駐
車
場
は
北
竜
町
営
球
場

の
サ
ブ
グ
ラ
ン
ド
へ
の
駐
車
、
観

光
セ
ン
タ
ー
へ
と
繋
が
る
道
路
の

拡
幅
が
必
要
と
考
え
る
。
又
、
ノ

ン
ノ
の
森
の
通
路
、
排
水
対
策
等

年
次
計
画
を
立
て
て
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

佐
野
町
長

　

渋
滞
対
策
に
つ
い
て
は
今
あ
る

駐
車
場
を
最
大
限
活
用
す
る
よ
う

コ
ン
サ
ル
事
業
と
し
て
専
門
的
な

視
点
、
ハ
ー
ド
整
備
に
つ
い
て
は

そ
の
後
の
検
討
と
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ノ
ン
ノ
の
森
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
予
算
に
て
側
溝
側
の
ゴ
ム
タ

イ
ル
の
め
く
れ
上
が
り
を
修
理
す

る
予
定
で
あ
る
が
、
排
水
対
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
全
体
計
画
の

中
で
検
討
し
て
い
く
の
で
、
ご
理

解
願
い
た
い
。

木
村
議
員

　

今
後
の
継
続
審
議
と
し
て
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
た
い
。

木
村
議
員

空
き
家
・
空
き
地
の
有
効
活
用
と

移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て

木
村
議
員

　

空
き
家
・
空
き
地
の
所
有
者
の

意
向
確
認
が
出
来
て
い
る
の
か
。

所
有
者
に
取
り
壊
し
の
意
向
が
あ

る
場
合
、
一
定
条
件
を
付
け
、
費

用
を
助
成
す
る
事
も
必
要
と
思
う

が
い
か
が
か
。

 
良
質
な
物
件
に
つ
い
て
は
、
交

流
人
口
の
増
加
を
促
す
た
め
移

住
・
定
住
に
向
け
て
有
効
活
用
す

る
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
考
え
を

伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

各
町
内
会
長
に
協
力
頂
き
毎
年

空
き
家
台
帳
を
更
新
し
て
い
る

が
、
空
き
地
に
つ
い
て
は
把
握
が

出
来
て
い
な
い
。
空
き
家
所
有
者

の
意
向
確
認
は
確
認
を
し
て
い
る

が
、
出
来
て
い
な
い
方
が
多
い
。

　

雪
害
等
に
よ
る
倒
壊
被
害
を
未
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■
定
例
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

第
３
回
定
例
会(
会
期
９
月
13
日
～
15
日)

中
村
議
員

観
光
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

中
村
議
員

　

町
内
に
は
「
イ
チ
イ
の
森
」「
眺

望
の
丘
」な
ど
の
施
設
が
あ
る
が
、

今
後
ど
の
よ
う
な
活
用
を
考
え
て

い
る
か
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

当
初
、「
イ
チ
イ
の
森
」
は
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
い
た

が
最
近
で
は
あ
ま
り
利
用
が
な
い
。

　

又
、「
眺
望
の
丘
」
は
、
訪
れ

る
方
は
少
な
く
な
い
が
、
ベ
ン
チ

な
ど
の
老
朽
化
等
に
よ
り
撤
去
し

て
い
る
の
が
現
状
。
安
心
し
て
利

用
頂
け
る
整
備
等
を
検
討
し
、
今

後
の
有
効
な
活
用
を
行
っ
て
参
り

た
い
。

中
村
議
員

　

「
眺
望
の
丘
」
に
つ
い
て
、
展

望
台
又
は
ベ
ン
チ
並
び
に
屋
根
付

き
の
休
憩
所
の
設
置
を
お
願
い
し

た
い
。

　

又
、
ひ
ま
わ
り
の
里
の
開
催
期

間
中
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
観
光

客
の
満
足
度
向
上
の
た
め
に
、
９

月
の
シ
ル
バ
ー
ウ
イ
ー
ク
に
咲
く

よ
う
に
「
ひ
ま
わ
り
」
を
植
え
る

の
は
ど
う
か
。

佐
野
町
長

　

「
眺
望
の
丘
」
の
風
景
は
日
中

だ
け
で
な
く
、
夜
間
に
見
え
る
星

空
の
雄
大
さ
も
観
光
客
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
夜
の
「
眺
望
の
丘
」
も
体

験
し
て
ほ
し
い
。
老
朽
化
等
に
よ

り
撤
去
し
て
い
る
ベ
ン
チ
の
修
理

を
含
め
、
簡
易
的
な
休
憩
所
の
設

置
も
検
討
し
た
い
。

　

ひ
ま
わ
り
に
つ
い
て
来
年
度
以

降
に
生
育
可
能
か
ど
う
か
含
め
調

査
検
討
し
て
い
き
た
い
。

中
村
議
員

　

北
竜
温
泉
の
宿
泊
客
等
を
対
象

に
「
眺
望
の
丘
」
や
温
泉
施
設
内

で
撮
影
し
た
写
真
や
動
画
を
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
投
稿
し
た
方
に
温
泉
施
設
内

で
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
等
、
連
携
事
業
に
よ
っ

て
温
泉
施
設
内
の
売
上
向
上
に
繋

が
る
と
思
う
。

　

「
イ
チ
イ
の
森
」
に
は
『
ど
ろ

亀
先
生
』
の
歌
碑
や
町
木
で
あ
る

イ
チ
イ
の
木
が
寄
贈
さ
れ
て
い
る

ほ
か
に
、
町
内
の
俳
句
の
会
会
員

の
方
の
句
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
『
ひ
ま

わ
り
選
』と
し
て
俳
句
を
募
集
し
、

優
勝
者
に
は
「
イ
チ
イ
の
森
」
内

に
句
碑
を
建
て
る
な
ど
の
施
策
を

考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

　

又
、
町
内
観
光
施
設
の
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
に
「
イ
チ
イ
の
森
」
を

訪
れ
る
こ
と
に
加
え
、
温
泉
、
ひ

ま
わ
り
の
里
、
眺
望
の
丘
と
一
体

化
も
た
せ
る
こ
と
が
町
内
観
光
資

源
の
有
効
活
用
に
繋
が
る
と
思
う

の
で
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

佐
野
町
長

　

様
々
な
提
言
を
頂
い
た
が
、
中

で
も
「
イ
チ
イ
の
森
」
の
俳
句
の

募
集
や
句
碑
に
つ
い
て
は
、
教
育

委
員
会
と
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

然
に
防
ぐ
た
め
に
、
空
き
家
を
取

り
壊
す
事
に
つ
い
て
は
、
国
の
空

き
家
対
策
総
合
支
援
事
業
補
助
金

（
国
の
補
助
が
２
／
５
）
を
活
用

し
令
和
６
年
度
か
ら
実
施
予
定
で

あ
り
、
加
え
て
補
助
の
対
象
と
な

る
要
件
、
町
費
の
上
乗
せ
補
助
を

検
討
中
で
あ
る
。

　

空
き
家
を
移
住
・
定
住
政
策
に

活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
良

質
な
物
件
は
町
が
把
握
す
る
前
に

個
人
間
等
で
売
買
の
契
約
が
終
了

し
て
い
る
事
が
多
く
、
町
に
相
談

に
く
る
多
く
は
改
修
に
相
当
な
費

用
が
か
か
る
物
件
が
多
く
、移
住
・

定
住
に
対
し
て
十
分
な
活
用
が
出

来
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
広
報
誌
等
を
活
用
し

た
空
き
家
バ
ン
ク
の
周
知
や
情
報

収
集
に
努
め
、
有
効
活
用
を
図
れ

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
う

の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

 

北
海
道
町
村
議
会
議
員

 

研
修
会

　

７
月
４
日
に
令
和
５
年
度
北
海

道
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
札
幌

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

初
め
に
渡
部
孝
樹
北
海
道
町
村

議
会
々
長
か
ら
開
会
の
挨
拶
が
あ

り
、
第
一
部
は
ひ
ょ
う
ご
震
災
記

念
21
世
紀
研
究
機
構
理
事
長
の

五い

お

き

べ

百
旗
頭
真
氏
か
ら
「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
危
機
後
の
世
界
と
日
本
」
と
題

し
て
講
演
を
頂
い
た
。

　

氏
か
ら
は
、
元
防
衛
大
学
校
校

長
を
歴
任
さ
れ
た
経
験
か
ら
主
に

日
本
の
外
交
と
安
全
保
障
に
つ
い

て
の
見
解
が
語
ら
れ
、
興
味
深
く

伺
っ
た
。

　

平
和
憲
法
下
の
日
本
の
立
場
に

お
い
て
国
際
的
役
割
を
ど
う
果
た

し
て
ゆ
く
の
か
。
本
年
５
月
に
お

こ
な
わ
れ
た
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
を
引

き
合
い
に
だ
さ
れ
、
各
国
の
国
益

が
複
雑
に
絡
み
合
う
グ
ロ
ー
バ
ル

な
世
界
で
の
日
本
の
立
ち
位
置
と
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７
月
12
日
、
栗
山
町
カ
ル
チ
ャ

ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
に
お
い
て

空
知
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
議
員
７
名
、
事
務
局
２

名
、
職
員
２
名
が
参
加
。「
議
会

の
デ
ジ
タ
ル
化
か
ら
Ｄ
Ｘ
・
高
度

化
へ
」
と
題
し
て
、
早
稲
田
大
学

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
の
長
内
紳

悟
氏
の
講
演
を
聴
講
し
た
。

　

世
は
ま
さ
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
時

代
を
迎
え
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
マ

ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
普
及
し
双
方

向
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
チ
ャ
ッ

ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
る
も
の
も
出
て
き

た
。
し
か
し
、
大
量
の
情
報
の
事

実
を
整
理
し
、
最
終
的
に
そ
れ
を

基
に
決
め
て
い
く
の
は
話
し
合
い

で
あ
る
。

　

次
か
ら
次
へ
と
話
題
が
展
開
し

２
時
間
の
講
演
も
短
く
感
じ
ら

れ
た
。　
　
　
　
　

（
中
村
尚
一
）

　

７
月
28
日
、
北
空
知
議
会
議
長

連
絡
協
議
会
議
員
研
修
会
が
ラ
・

カ
ン
パ
ー
ニ
ュ
ホ
テ
ル
深
川
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
ク
ラ
ー
ク
記
念

国
際
高
校
校
長
の
吉
田
洋
一
氏
か

ら
「
地
域
に
お
け
る
高
校
教
育
を

巡
る
課
題
と
ク
ラ
ー
ク
」
と
題
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
教
育
現
場

の
変
化
と
今
後
の
展
望
、
ク
ラ
ー

ク
高
校
の
具
体
例
な
ど
お
話
を
い

た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
午
前
の
部
で
一
市
四
町
対

抗
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
深
川

の
会
場
で
行
わ
れ
、
午
後
か
ら
の

研
修
会
後
に
催
さ
れ
た
懇
親
会
で
、

今
年
の
統
一
地
方
選
挙
後
の
新
た

な
議
員
構
成
で
親
睦
を
深
め
た
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
団
体
戦
結

果
は
北
竜
町
議
会
第
３
位
。
優
勝

は
秩
父
別
町
議
会
だ
っ
た
。
個
人

戦
で
も
佐
々
木
議
長
が
準
優
勝
と

大
健
闘
だ
っ
た
。　

（
尾
﨑
圭
子
）

こ
れ
か
ら
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
貴

重
な
講
演
だ
っ
た
。

　

戦
争
は
、
始
め
る
よ
り
も
終
わ
ら

せ
る
こ
と
の
方
が
ず
っ
と
難
し
い
。

　

第
二
部
は
、『
日
本
政
治
の
舞

台
裏
』
と
題
し
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
田
崎
史
郎
氏
の
講
演
を

頂
い
た
。

　

43
年
余
に
及
ぶ
政
治
取
材
に

よ
っ
て
培
わ
れ
た
主
要
な
政
治
家

と
の
信
頼
関
係
と
、
一
寸
先
は
闇

の
政
治
の
世
界
で
先
を
読
む
洞
察

力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
よ
ど
み
な

い
約
90
分
間
の
お
話
し
。
飽
き
さ

せ
ず
に
聞
か
せ
る
話
術
に
引
き
込

ま
れ
っ
ぱ
な
し
の
講
演
だ
っ
た
。

　

安
倍
元
首
相
と
岸
田
総
理
と
の

違
い
に
つ
い
て
、
溜
飲
が
下
が
る

思
い
で
受
け
給
っ
た
。

　

講
演
の
最
後
に
、
今
後
の
政
局

に
つ
い
て
氏
の
見
解
を
伺
っ
た
。

　

あ
く
ま
で
、
現
段
階
に
お
い
て
、

ご
自
身
の
経
験
と
様
々
な
人
脈
か

ら
の
情
報
と
を
勘
案
し
て
導
き
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
絶
対
で

は
な
い
。
と
の
エ
ク
ス
キ
ュ
ー
ズ

も
忘
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
氏

の
ゆ
る
ぎ
な
い
自
信
を
垣
間
見
た

気
が
し
た
。　
　

 

（
寺
垣 

信
晃
）

北
空
知
議
会
議
長
連
絡

協
議
会
研
修
会

 

空
知
町
村
議
会
議
員

 
研
修
会

まんのう町議会建設経済常任委員会視察

竜2023

」

18
日
…
北
竜
町
戦
没
者
追
悼
式
、

全
員
協
議
会
、
北
竜
盆
踊
り
大
会

20
日
…
北
商
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

21
日
…
例
月
出
納
検
査（
監
査
委
員
）

22
～
25
日
…
決
算
審
査（
監
査
委
員
）

23
日
…
厚
沢
部
町
総
務
文
教
常
任

委
員
会
視
察

29
～
31
日
…
道
内
行
政
視
察

【
８
月
】

１
日
…
香
川
県
ま
ん
の
う
町
議
会
建

設
経
済
常
任
委
員
会
視
察

１
～
３
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長

会
中
央
要
望

７
～
９
日
…
北
空
知
議
会
議
長
連

絡
協
議
会
中
央
要
望

12
日
…
北
竜
太
鼓
30
周
年
記
念
演

奏
会
「THE 

太
鼓
ま
つ
り 

in 

北

【
９
月
】

６
日
…
議
会
運
営
委
員
会

11
日
…
北
竜
町
敬
老
会

13
～
15
日
…
第
３
回
北
竜
町
定
例
会

未
定
…
例
月
出
納
検
査
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緊
急
事
態

　

７
月
23
日
、
佐
々
木
議
長
よ
り
美
葉

牛
幹
線
破
損
と
の
連
絡
が
あ
り
、
至
急

稲
津
久
衆
議
院
議
員
に
連
絡
し
現
地
を

確
認
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
た
。

　

翌
日
午
前
10
時
に
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
で
待
ち
合
わ
せ
を
し
、
北
海
道
開
発
建

設
部
・
北
竜
町
と
共
に
現
地
に
向
か
う
と
、

何
と
直
径
１
３
５
cm
の
パ
イ
プ
が
破
損
。

水
が
噴
き
出
し
て
お
り
、
故
障
箇
所
の
送

水
を
中
止
し
修
繕
の
説
明
を
受
け
た
。

　

７
月
26
日
、
地
元
建
設
業
の
水
槽
４

ト
ン
車
に
て
水
の
運
搬
を
開
始
、
翌
日
北

海
道
開
発
局
10
ト
ン
車
、
合
計
23
台
に
て

用
水
路
に
水
の
供
給
開
始
、
農
業
者
の
水

不
足
解
消
に
努
め
、
同
27
日
、
議
会
議

員
で
現
地
視
察
し
状
況
を
確
認
。
出
来

る
だ
け
早
く
復
帰
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

　

８
月
１
日
、
稲
津
衆
議
院
議
員
よ
り

美
葉
牛
幹
線
補
修
に
あ
た
り
国
土
交
通

省
と
協
議
し
来
春
ま
で
に
通
水
で
き
る

様
、
予
算
確
保
す
る
と
の
連
絡
が
あ
り
、

北
竜
土
地
改
良
区
を
は
じ
め
、
関
係
す

る
組
合
員
は
安
堵
し
た
。 　
（
佐
藤 

稔
）


